
佐才の石井さん宅裏山に自生するヤマユリが、 7月に見頃を迎えました。

ヤマユリは十数年前から自然に咲くようになり、 段々と増えていったもの。

石井昌和さん ・すい子さん夫妻が毎年欠かさず手入れを続け、 今では

200株以上の群落になりました。

「手入れは大変だけど、 きれいに咲くユリが楽しみ。 近所の人も見に来てく

れるから」 と笑顔で語ってくれました。

ヤマユリ満開　夏ざかり

常磐道石岡小美玉スマートICと茨城空港を結

ぶアクセス道路を、 県と市で整備しています。

一部開通した区間は市道小103号線 （野田）

から県道玉里水戸線 （三箇） までの3.4km。

残る区間の整備も着々と進んでおり、 令和3年

5月頃に全線開通する見通しです。

問い合わせ ：特定プロジェクト整備課

☎0299-48-1111　内線1451

石岡小美玉スマートICと茨城空港を結ぶ

茨城空港アクセス道路

一部開通
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[新連載] 4コマ小美玉暮らし

次回の広報おみたま発行日は10月8日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま
令和２年9月号

広報
TEL 0299-48-1111  　〒319-0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp

編集・発行　  小美玉市役所企画調整課

小美玉はのどかで心が落ち着く場所です。何十年後
も、街や人がキラキラ輝いているといいなと思いま
す！　　 　　　　 スポーツ推進課　柴田（入庁1年目）

越前織のダイヤモンドシティ・ストラップ、発売を心
待ちにしていました！ キラキラした糸でロゴが織り
込まれていて、とってもきれいです！　　　　　40代

8月号の「小美玉の朝」特集がとてもよかったです。
特に表紙のラジオ体操の写真が夏らしくさわやかで
気持ちが晴れ晴れとしました。  　　　　　　　 　70代

小美玉のスポーツ少年団は、保護者の協力体制が
しっかりしていると思います。指導者として、いつも
感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　　　   40代

第174号

2020年

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

Vol.1 「自宅でサッカー観戦」

4コマ
小美玉暮らし

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが3か月交代で担当します。

作者紹介　RIKA
市内在住のチョークアーティスト。

アート制作のかたわら、 チョークアー

トレッスンも行う。 絵本 「はらぺこミ

ミの世界ごはん」 が県内書店やネッ

ト書店で販売中。 無類の猫好き。

近所で話題の人、 季節の花 、々 地域の風物詩。

写真とともに情報をお寄せください！

問い合わせ：企画調整課シティプロモーション係

☎0299-48-1111　内線1234 撮影はスマホでOK！

＼情報はこちらへ／　　　教えてください！

おみたまの旬なわだい



第１７4号

特集記事取材・撮影

広報おみたま取材チーム

総合型地域スポーツクラブ 「小美玉スポーツクラブ」 が運営する、 全寮

制の女子中学生サッカーアカデミー。 ジョイフル本田創業者である本田

昌也さんが 「若い人のために」 と寄付した自宅を寮として活用し、

2013年に開校しました。 現在は第６～８期生の３１名が在籍。 小川南中

学校などの地元の中学校に通学しながら、 サッカーに打ち込んでいます。

遠くは宮崎や鹿児島から入寮。 県内出身や小美玉市のサッ

カー少年団経験者も多くいます。 「サッカー選手になりたい」、

「指導者を目指している」、 「中学でもサッカーを続けたい」

など、 入る理由はさまざま。 でも 「サッカーが好き！上手く

なりたい！」 という気持ちは、 みんな一緒です。

第１期生はAC長野やつくばFCなどのクラブ

チーム、 筑波大学に進んで活躍しています。

高校生からは、 姉妹校である茨城フットボー

ルアカデミー （つくば市） に進む選手も多くい

ます。

埼玉県出身の臼井愛莉さん

（右） と小美玉市出身の阿久津

光さん （左）。 目の前でシュー

トを蹴る姿はとても迫力があり

ました。 8月の強い日差しの下

で、 常に全力プレーで練習に

取り組むひたむきな姿を見るこ

とができました。

今月の表紙
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就寝
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特集記事取材・撮影

広報おみたま取材チーム

総合型地域スポーツクラブ 「小美玉スポーツクラブ」 が運営する、 全寮

制の女子中学生サッカーアカデミー。 ジョイフル本田創業者である本田

昌也さんが 「若い人のために」 と寄付した自宅を寮として活用し、

2013年に開校しました。 現在は第６～８期生の３１名が在籍。 小川南中

学校などの地元の中学校に通学しながら、 サッカーに打ち込んでいます。

遠くは宮崎や鹿児島から入寮。 県内出身や小美玉市のサッ

カー少年団経験者も多くいます。 「サッカー選手になりたい」、

「指導者を目指している」、 「中学でもサッカーを続けたい」

など、 入る理由はさまざま。 でも 「サッカーが好き！上手く

なりたい！」 という気持ちは、 みんな一緒です。

第１期生はAC長野やつくばFCなどのクラブ

チーム、 筑波大学に進んで活躍しています。

高校生からは、 姉妹校である茨城フットボー

ルアカデミー （つくば市） に進む選手も多くい

ます。

埼玉県出身の臼井愛莉さん

（右） と小美玉市出身の阿久津

光さん （左）。 目の前でシュー

トを蹴る姿はとても迫力があり

ました。 8月の強い日差しの下

で、 常に全力プレーで練習に

取り組むひたむきな姿を見るこ

とができました。

今月の表紙

親
元
を
離
れ
、

サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
む
女
子
中
学
生
た
ち
。

新
潟
か
ら
鹿
児
島
ま
で
、

全
国
か
ら
集
ま
る
こ
と
総
勢
31
名
。

プ
ロ
チ
ー
ム
で
活
躍
す
る
憧
れ
の
先
輩
。

地
元
出
身
の
指
導
者
。

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
。

こ
の
ま
ち
の
応
援
が
、

彼
女
た
ち
の
夢
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

朝食

登校

帰寮・自習・自主練習

練習場に移動

トレーニング

帰寮

夕食

入浴・洗濯・自習

就寝

3 広報おみたま　2020.9


